
』
叉
良
明
寝
起
に
は
豆
沼
右
勘
門
に
作
っ
て
ゐ
る
。

君
主
モ
リ
ア
キ
生
カ
江
守
佳
孝

辺
都
民
耳
左
衛
門
。

-
父
ミ
井
加
兵
衛
の
八
王
子
町
役
に
鞍
死
後
、
外
相
父

一
江
守
祐
陀
に
設
は
れ
て
終
に
そ
の
氏
を
胃
し
た
。
殴

長
八
年
前
回
利
長
に
仕
へ
、
大
坂
再
役
に
町
口
で
槍

功
が
あ
り
、
隊
二
千
石
に
去
り
、
中
小
将
番
頭
・
御

使
番
・御
馬
廻
顕
に
股
任
L
、
承
路
二
年
致
仕
し
て

是
同
と
蹴
し
、
延
費
三
年
四
且
サ
日
入
十
六
鼓
を
以

て
波
し
た
。

エ
モ
リ
ア
キ
マ
サ
江
守
値
畠

活
務
角
右
衛
門
。

品
開
六
百
石
o
享
保
九
年
定
番
御
番
頭
と
な
内
、
十
一
一

年
十

一
且
病
に
依
っ
て
之
を
発
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
五

且
六
日
自
宅
で
組
外
百
石
多
国
華
太
夫
と
町
郎
し
て

殺
密

L
、
自
乃
し
て
笠
日
古
川
命
し
た
。

エ
モ
リ
ナ
ガ
ヨ
リ
江
守
長
順
大
田
町
寺
務
士
。

辺
都
左
久
潟
、
域
防
と
蹴
し
、
来
地
九
十
石
を
領
し

た
。
幼
に
し
て
務
力
衆
に
超
え
、
古
人
寸
陰
を
惜
し

む
の
訴
に
感
じ
て
、
夜
間
限
る
こ
と
僅
か
に
こ
刻
、

生
を
終
る
ま
で
鐙
ず
る
こ
と
な
か
っ
た
。
冊
目
て
江
戸

に
在
っ
て
佐
藤

一
野

大

田
元
貞
に
梨
ぴ
、
極
秘
を

以
て
軒
併
せ
ら
れ
た
。
文
政
四
年
務
主
前
回
利
之
命
じ

て
帆
子
利
徳
の
師
た
ら
し
め
、
天
保
九
年
利
平
復
之

を
附
と
し
た
。

十
一

年
型
問
所
曾
一
般
の
略
に
任
ぜ
ら

れ
、
十
三
年
疾
を
以
て
肢
を
鮮
し
、
弘
化
元
年
そ
の

低
鰐
に
及
び
、
利
平
は
特
に
近
臣
を
謎
し
て
胴
股
と

艶
仰
と
を
賜
ひ
、
日
つ
懇
命
を
僻
へ
た
o
m
m
L
奥
例

に
闘
す
る
。
此
の
年
十
二
且
問
問
。
享
年
五
J
l

到
。
長

順
人
と
な
り
方
正
越
直
、
家
人
と
い
へ
ど
も
鐙
閉
そ

の
筑
座
安
臥
す
る
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
若
岱

頗
る
多
か
っ
た
が
、
間
年
皆
火
に
投
じ
て
、
倣
か
に

十
抱
一
助
・協
古
宙
線
臨
す
を
問
問
へ
た
。

エ
モ
リ
ュ
ウ
ア
ン
江
守
祐
庵

辺
稿
平
左
衛
門
。

前
倒
利
家
に
仕
へ
千
四
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
製

エモ
ーー
エン

い
で
滞
に
仕

へ
た
。

一

ヱ
ン
キ
ユ
ウ
ジ

園
休
寺

企
部
七
e
屋
町
に
在
つ

一

エ
ン
コ
ウ
ジ
固
光

寺

按

安
部
大
拶
に
あ
っ
て

-

エ
モ
ン

葱
問

視
咋
地
米
滋
長
宗
京
)
配
布
，I
寺

一
て
、
長
宗
取
振
に
邸
ず
る
。
初
め
河
貼
間
二
日
市
に

一
英
宗
一
夜
誠
仁
囲
す
る
。
存
如
上
人
の
二
子
建
問
問
』
玄

=

の
情
。
山
町
司
に
進
み
、
明
治
二
年
十
月
十
八
日
目
T

年

一
日
た
と
い
ふ
。

一
は
、
固
光
院
回
一
本
坊
と
い
う
た
が
、
見
蓮
如
が
本
寺

入
十
三
そ
以
て
寂
O

法
話
章
特
汁
院
。

一

エ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

固
敦
士
寄

金
相
押
さ
間
道
の
出
側

一
を
相
出
制
し
た
後
加
賀
に
下
り
、
大
移
谷
に
入
っ
て

一

Z

モ
ン
バ
シ
右
衛
門
借

金
如
何
以
外
惣
仰
の
橋

一
に
氏
巾
立
が
あ
り
、
山
伏
闘
敬
寺
が
之
に
奉
仕
し
て

一
宇
を
さ
坦
立
し
国
光
院
と
摂
し
た
o
路
支
は
文
弱
三
年

梁
。
元
級
事
保
の
頃
よ
も
ん
ど
橋
と
告
い
で
あ
る

↑
日
た

0
4と
卯
民
山
に
在
っ
た
肢
巾
堂一者
、
元
利
二

一
三
且

H
六
日
七
十
一
践
で
一
部
寂
。
第
五
代
民
怖
の
時

の
は
右
術
門
殿
般
の
枇
で
あ
る
。

一
年
こ
L

に
移
仰
せ
し
め
た
も
の
で
、
明
治
元
年
榊
仰

一
回
光
院
を
改
め
て
国
光
寺
と
粧
し
た
。

Z

ユ
ウ
イ
ン

悪
溢
院

大
山
市
寺
山
柿
宅
街
J

ハ
代
前

一
出
前
禁
止
の
後
、
問
教
寺
は
復
附
し
て
刷
多
閉山
努
と

一

エ
ン
コ
ウ
ジ

回
光
寺
石
川
郡
富
候
庄
に
邸
す

m利
紛
の
側
室
某
氏
の
法
鋭
o

一
山
め
、
間
以
巾
世
町
中
一
様
し
た
o
J
コ
ウ
ジ

Y

ヅ

カ

氏

一
司
令
部
活
。
こ
の
部
訴
は
隣
H
U
寺
地
村
と
甚
だ
近
〈
、

Z

リ
ュ
ウ

窓
龍

能
楽
湖
北
抽
出
到
白
山
宗
市
川
被
妙

一
巾
成。

一
附
し
て
図
光
寺
村
に
は
寺
跡
が
な
い
か
ら
、
そ
の
間

永
寺
の
品
川
。
商
品
川
県
終
に
入
り
、
製
司
に
泌
み
、
又

一

エ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

回
数
寺

金
開
襟
下
川
に
在
つ

一
光
寺
と
い
っ
た
も
の
は
寺
地
村
に
在
り
、
等
地
天
長

業
風
と
脱
し
て
和
紙
・
釧
句
そ
好
ん
だ
。
ぷ
永
元
年

一
た
日
誓
抗
告
院
で
、
元
品
開
=
平
八
用
引
併
が
公
車
場

一
一位
と
闘
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
号
と
い
は
れ
る。

正
且
十
八
日
抗
十
一古川雌脅
以
て
寂
。

一
に
於
い
て
吟
味
荷
受
け
、
寺
青
山
附
却
せ
ら
れ
た
o
そ

一

Z

ン
コ
ウ
ジ

回
光
寺

腿
応
部
列
聞
に
在
っ
て
、

エ
ヲ
サ
イ
キ
江
尾
才
記

創
出
利
家
に
仕
へ
て

一
の
非
科
の
何
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

一
長
言
宗
に
邸
す
る
。
も
と
能
i

野
祉
の
則
前
で
あ
っ

松
三
百
石
に
車
内
，、
後
白
山
総
阻
と
な
っ
た
。
第
一
一
一

一

エ
ン
キ
リ
ミ
ヤ
縁
切
宮

金
持
右
術
門
橋
の
下
、
一
た
。
文
政
枇
鋭
帳
に
、『
詰
枇
祭
胞
は
、
引
間
村
民
百

子
左
太
夫
諮
問
会
配
分
知
百
石
官
受
け
て
加
賀
滞
に
邸

一
長
町
沢
一
掛
川
町
人
口
な
る
川
紙
、
元
惣
椛
之
土
居
下

一
宗
図
光
寺
と
金
丸
村
制
中
促
弁
胤
防
と
入
A
円
相
勤
o

b
仕
へ
、
そ
の
子
孫
相
鱗
い
だ
。

一
に
在
っ
た
。
俗
似
に
、
音
村
引
氏
の
内
室
甚
だ
嫉
妬

一
枇
顕
榊
削
(
の
前
は
封
座
に
桝
勤
、
拝
殿
山
同
花
銭
前
の

エ
ヲ
サ
イ
キ
江
尾
オ
記

初

め
UM
山
滞
に
あ
っ
一
深
〈
、
治
に
病
そ
渡
し
て
死
す
る
に
臨
み
、
怖
に
姉

一
一
刑
事
は
促
升
一
人
に
耐
勤
行
仕
。
』
と
あ
る
。

て
父
才
認
の
也
知
ご
百
石
宇
一
受
け
、
後
邸
っ
て
加
賀

一
人
の
鉱
妬
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
か
ら
、
死
後
男

一

エ
ン
コ
h
y
ジ

堕
谷
寺

以
安
部
宇
出
俸
に
在
つ

滞
に
仕

へ
た
。
究
支
七
年
も
と
泊
閉
す
る
防
の
荻
吹

一
女
の
交
わ
脅
和
ら
げ
守
ら
う
と
治
言
し
た
o
闘
っ
て

一
て
提
言
宗
に
臨
す
る
。
山
蹴
は
熊
野
山
。
元
和
一苅
年

銀
世
停
め
て
、
一段
板
銀
脅
之
に
代

へ
た
時
、
才
記
は

一
ζ

の
地
に
小
制
令
む
い
て
そ
の
鈍
そ
紀
っ
た
の
で
あ

一
範
宥
を
中
興
関
山
と
す
る
と
い
」

o
E保
二
年
間
五

小
錦
奉
行
で
あ
っ
た
が
、
新
制
酬
は
使
ひ
慣
れ
ぬ
と

一
る
と
。
読
よ
総
切
{
包
と
は
い
ふ
が
、
総
今
一結
ぶ
に
も

一
且
八
日
前
川
光
高
の
法
曾
調
終
布
施
米
を
賜
は
っ
た

L
て
、
そ
の
取
扱
や
一
拒
み
、
九
年
十
二
月
四
日
出
放

一
一耐
っ
て
験
が
あ
る
と
て
、
夜
陰
に
訟
指
す
る
者
が
多
本
多
安
房
守
等
か
ら
の
利
引
に
、
能
州
宇
出
部
筑
谷

せ
ら
れ
た
。

一
か
っ
た
。

一
寺
と
あ
る
。

エ
ン
ガ
ノ
マ
ツ

車
道
の
松

二
加

0
0永
五
年

一

エ
ン
ゲ
ツ
テ
イ

遠
月
亭

』

カ

Y

ゲ
ツ
テ
イ

一

エ
ン
ジ
ュ
イ
ン

図
畳
院
加
到
車
工
引
抗
代
前

金
博
三
ケ
屋
一
泊
郎
兵
衛
版
。
友
琴
ニ
市
川
忠
の
迫
抑
制

一
一
肌
月
早
o

川
綱
紀
の
側
室
鈴
木
氏
の
法
脱
。

句
集
で
あ
る
。
凶
鋭
は
故
人
が
編
者
の
拶
に
現
れ
て
、
一

ヱ
ン
テ

図
工

引
泊
川
出
ヶ
阪
の
内
の
小、
子。

一

エ
ン
ジ
ュ
ジ

回
読
寺
山
出
品
部
下
に
在
っ
て
、

『
艶
到
の
松
裁
に
伊

Z
Lみ
純
』
の
句
新
吟
じ
た
と

一

エ
ン
コ
ウ
ジ

図
光
寺

金
仰
上
小
川
町
に
在
つ

一
塁
詰
涯
に
回
す
る
。

い
ふ
か
ら
採
る
o
上
容
は
泊
料
の
波
旬
辿
仰
荷
知

一
て
、
妙
法
山
と
蹴
し
、
H
叩由自由に
邸
ず
る
o
m明
可
制

一

エ
ン
ジ
ヨ

還
所

金
川
仰
の
城
下
か
ら
航
っ
た
地

め
、
下
容
は
句
搭
門
下
の
辿
句
及
び
各
地
制
人
の
勾

一
妙
成
昔
六
代
目
白
の
建

-vと
い
」
が
、
抽
出
地
は
砕
か

一
を
い
ふ
o
般
に
宮
腹
川
翠
行
・小
松
町
務
行
・境
都
中
行
・

を
縦
せ
る
o
編
者
百
花
噴
出
占
丸
山
忠
は
印
ち
三
ケ
山
長
郎

一
で
な
い
。
前
川
川
利
回目
守
山
在
…
械
の
り
て
こ
に
誌
を

一
御
部
奉
行
の
類
は
、

一
般
に
法
所
諸
奉
行
と
い
は
れ

兵

術

で

あ

る

。

賜

は

り

、
文
閉
山
・出
附
に
従
ひ
移
台
、
後
に
町
永
十
た
o
叉
米
般
に
在
つ
て
は
能
官
・越
中
の
産
4V

A

活
断

三
年
金
問
に

T、
今
の
地
に
吉
越
し
た
。

一
米
と
い
う
た
。

エ
ン
キ

J
Z
ヤ

鐙
鬼
の
宮

』

1
ウ
メ

古
河
1
0

7
f
 

九
七


